








要約:神奈川県における過去 10 年間の人口べ一スの先天異常モニタリング調査の結果をま

とめた。年間観察児総数は 4 万例で奇形児頻度は 0.9～1.2%であった。調査期間中に特定

の奇形の異常発生は認められなかった。無脳症と Down 症候群の発生頻度に減少傾向がみら

れた。妊娠前および妊娠中の母体の診断レベルの放射線照射は胎児の奇形発生を増加させ

ることはないようである。 


